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22.6   所得変化の効果

（１）所得消費曲線

M

所得消費曲線：価格一定のもとで所得が変化したときの最適点の軌跡（E０とE1）
4

０ ｘ

Px

PｘやＰｙは一定 予算線の平行移動

E０ーE1を
結んだもの

（M＝10000のとき）
M↑

上級財なら
需要曲線右シフト

ｘは不変



→下級財でも必ずギッフェン財になるとは限らない 5

所得消費曲線E０E１は右下がり
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（２）需要の所得弾力性との関係

所得消費曲線の形状→財の種類と関連
ｘ財が同じ「上級財」の場合でも・・・

０ ｘ（必需品）

ｙ

０ ｘ（奢侈品）

ｙ

図中の点線は、原点とE0点を結んだ補助線。
ただし、図中で示したΔｍは、厳密に「所得の増加額」を示しているわけではない。

所得の増加ΔMよりは
消費の増加Δｘが少ない場合

所得の増加ΔMよりも
消費の増加Δｘが多い場合

どちらもx財は上級財なので所得消費曲線は「右上がり」

「需要の所得弾力性」εM
所得が１％変化したときに、需要量が何％変化するかを示したもの

需要量の変化率（％） △ｘ/ｘ
所得の変化率（％） △Ｍ/M＝

① ②
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上級財（正常財）

εM＞０（プラス） ← （△Ｍ/Ｍ に対して △ｘ/ｘ＞０）
所得の増加率がプラスのとき、消費量の増加率もプラス
（所得が増えれば需要量も増える）

① 必需品： εM ＜１ （△M/M ＞ △ｘ/ｘ）
② 奢侈品： εM ＞１ （△M/M ＜ △ｘ/ｘ）

中級財
εM ＝０ ← （△Ｍ/Ｍ に対して △ｘ/ｘ＝０）

所得の増加率がプラスでも、消費量は変化なし

下級財（劣等財）
εM＜０（マイナス） ← （△Ｍ/Ｍ に対して △ｘ/ｘ＜０）

所得の増加率がプラスのとき、消費量の増加率はマイナス
（所得が増えたときに需要量が減る）

推計によると、たとえば商品別の所得弾力性は、海外旅行2.1、国内旅行1.7、別荘1.2、
医療1.18、肉1.15、住宅1.00、果物と野菜0.61、ガソリン0.48、電力0.23、
米－0.44、公共交通機関－0.75 だという。

（アセモグル/レイブソン/リスト『ALLミクロ経済学』P161より） 7



０ ｘ

ｙ
所得の増加による予算線の変化と需要の所得弾力性εM

当初の最適点E０と原点を結んだ補助線が、所得変化後の新たな予算線と交わる点Bが
「εM＝１」となるところ。 8



参考
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B点においてεM=1となる
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